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データ分析における「箱ひげ図」の誤解
　　高校教科書における多数の誤り　　
小　林　道　正
１．はじめに―データ分析の背景
２．四分位数の概念
３．箱ひげ図の作成
４．箱ひげ図とヒストグラム
５．箱ひげ図と分散：標準偏差
６．高等学校検定済み教科書の間違いの数数
７．四分位数の異なる定義と統計ソフトの計算
方法
８．高校数学への提言
1．はじめにーデータ分析の背景
世の中には多数の統計データが溢れている．統
計データは具体的な量を表す数値の羅列で与えら
れる．このデータの中に潜んでいる構造を取り出
してわかりやすく表現する仕事が「データ分析」
である．
データ分析は表や図（グラフ）といった視覚的
手段による場合と，いくつかの代表的な数値とし
て表現する場合がある．代表的な数値を図の中に
表記することも多い．
データ分析はこれまでは主として大学における
「確率・統計」あるいは「統計学」で扱われてき
た．しかし，2012年から実施されている文部科学
省が定めた新しい学習指導要領においては，高等
学校の必須科目として位置づけられている数学Ⅰ
の中に組み込まれ，高校生に対する教育が本格化
し始めている．しかし，16種類ある数学Ⅰの検定
済みの高等学校教科書を検討してみると多くの誤
りが含まれていることがわかる．本論では主とし
て「箱ひげ図」に関連した誤りを指摘するのが目
的である．
文部科学省の学習指導要領の設定過程，その後
の検定作業は適切に行われているのか，何より
も，教科書の著者達が十分に研究してから執筆し
ているのか，疑わしいことを指摘する．
はじめに，箱ひげ図の概念をまとめ，各教科書
が如何に間違えているかをまとめる．後半に，箱
ひげ図のもととなっている四分位数についての問
題点をまとめる．
2．四分位数の概念
箱ひげ図は四分位数をグラフ化したものである
ので，はじめに四分位数の概念をまとめておく．
実は，四分位数の定義は９通りもあり，世界的に
定まった方法が確立されていない．現在の教科書
はその中の一つを紹介しているに過ぎない．
当面，教科書流の定義を紹介し，それに従って
以下の議論をすすめる．
はじめに確認しておくべき事柄として，四分位
数とか，中央値，パーセンタイルという概念は，
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データを小さい順に並べた，「順序についての分
析」である点である．
次の２通りのデータについて考えてみよう．
Ａ：40，10，70，20，60，50，20，80，70，70，
20，40，40
Ｂ：30，10，80，30，10，10，40，40，80，80，
60，60
イメージとしては，100点満点のテストの結果
で，クラスＡは13人のデータ，クラスＢは12人の
データであると考えればいい．名簿順に得点が記
載されている．
このデータをわかりやすくする一つの方法とし
て，「小さい順に並べ変える」という作業があ
る．与えられたローデータを基にして，小さい順
に並べ替える（ソートする）と次のようになる．
Ａ：10，20，20，20，40，40，40，50，60，70，
70，70，80
Ｂ：10，10，10，30，30，40，40，60，60，80，
80，80
まず興味があるのが，「真ん中辺の人は何点だ
ろう」という点である．「真ん中辺」というの
が，順序を考えて中央の位置にいる人，という意
味で考えたのが，「中央値」である．英語では
median で，日本語でもそのままメヂアンあるい
は，メディアンという場合も多い．
ところで，13人の真ん中，とは何番目の人かと
いうことになるが，７番目の人となる．その前に
６人がいて，その後にも６人がいるからである．
Ａ：10，20，20，20，40，40，　40，　50，60，
70，70，70，80
データの個数をｎとすると，一般的に表現すれ
ば，ｎが奇数の場合，　　　が中央の番号という
ことになる．あるいは，同じことであるが，デー
タの数が 2n＋１のとき（ｎは自然数），（ｎ＋１）
番目が真ん中，とも言える．
ｎ＋１
２
上のデータＡでは，７番目のデータ40を，「中
央値」というのである．
データＢのように，データの個数が偶数の場
合，12の半分は６ではあるが，６番目のデータ40
の前には６個のデータがあり，後ろには５つの
データがあるため，真ん中とは言いにくい．
Ｂ：10，10，10，30，30，　40，　40，　60，60，
80，80，80
そこで，「６番目と７番目の真ん中」というこ
とになるが，6．5番目のデータというのは存在し
ない．そこで，６番目の値と７番目の値の平均，
つまり，足して２でわった値価を「中央値」とい
うことにするのである．
Ｂ：10，10，10，30，30，　40，40，　60，60，
80，80，80
この場合は，40と40の平均なので，40というこ
とになる．
四分位数の定義は９通りもあるが，中央値の定
義についてはこのような定義が世界的に標準と
なっている．
さて，高校教科書数学Ⅰにおける四分位数の定
義であるが，16種類の検定済み教科書の定義は全
てが次のようになっている．
「第一四分位数とは，中央値で分けられた下位
部分のデータの中央値」であり，「第三四分位数
とは，中央値で分けられた上位部分のデータの中
央値」となっている．
　この定義で例にあげたデータＡとＢの第一四
分位数と，第三四分位数を求めると次のようにな
る．
Ａの第一四分位数：Ａの前半半分のデータ10，
20，20，20，40，40，の中央
値として，20と20の平均であ
るから，20となる．
Ａの第三四分位数：Ａの後半のデータ50，60，
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70，70，70，80の中央値とし
て，70と70の平均であるか
ら，70となる．
　同様に，
Ｂの第一四分位数：Ｂの前半半分のデータ10，
10，10，30，30，40，の中央
値として，10と30の平均であ
るから，20となる．
Ｂの第三四分位数：Ｂの後半のデータ40，60，
70，70，70，80の中央値とし
て，70と70の平均であるか
ら，70となる．
３．箱ひげ図の作成
箱ひげ図というのは，次のような手順で書いた
図のことである．横書きと縦書きの流儀がある
が，どちらでも同じことである．
⑴　最小値と最大値に線を入れる．
⑵　第一四分位数から第三四分位数にかけて箱
を作る．
⑶　中央値に線を入れる．
箱ひげ図の基本は以上の通りであるが，この他
に，平均値を記入したり，他の統計量を書き入れ
る場合もある．
これまで扱ったデータＡとデータＢについて
は，共に中央値が40点，第一四分位数が20点，第
三四分位数が70点であったから，箱ひげ図は同じ
で，次のようになる．
４．箱ひげ図とヒストグラム
データＡの箱ひげ図と，データＢの箱ひげ図は
全く同じであるが，ヒストグラムはどうであろう
か．ヒストグラムを描く基礎となる，度数分布表
は次のようになる．
得点の範囲　　データＡの度数　データＢの度数
５以上15未満　　　　１　　　　　　　３
15以上25未満　　　　３　　　　　　　０
25以上35未満　　　　０　　　　　　　２
35以上45未満　　　　３　　　　　　　２
46以上55未満　　　　１　　　　　　　０
56以上65未満　　　　１　　　　　　　２
66以上75未満　　　　３　　　　　　　０
75以上85未満　　　　１　　　　　　　３
２つのデータのヒストグラムを描いてみると次
頁のようになる．
ヒストグラムはかなり異なることがわかる．
データの数が少ないからこうなることもあるの
は当然だと思う人もいよう．
データ数を多くして，全部で80個とし，４分の
１のそれぞれに20個のデータがある場合でも同様
である．次のようなデータＣとＤを分析してみよ
う．
10
20
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40
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80
データＡの箱ひげ図
10
20
30
40
50
60
70
80
データＢの箱ひげ図
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データＣ：10，10，10，10，10，10，12，12，
12，12，12，12，14，14，14，14，
16，16，16，18，22，22，22，22，
22，22，24，24，24，24，24，26，
26，26，26，28，28，28，30，38，
42，50，52，54，56，58，60，60，
62，62，64，64，64，66，66，66，
68，68，68，68，72，74，74，74，
76，76，76，76，78，78，78，78，
78，78，80，80，80，80，80，80
データＤ：10.，12，12，12，14，14，14，14，
16，16，16，16，16，16，18，18，
18，18，18，18，22，30，32，32，
32，34，34，34，34，36，36，36，
36，36，38，38，38，38，38，38，
42，42，42，42，44，44，44，46，
46，46，48，48，50，50，52，54，
56，58，60，68，72，72，72，72，
72，72，74，74，74，74，74，74，
76，76，76，76，78，78，78，80
データＣ，Ｄ共にデータ数は80である．
中央値は共に，40番目の値38と41番目の値42平
均値で，40となる．
第一四分位数は，前半40個の真ん中で，20番目
の値18と21番目の値22の平均値で，共に，20点と
なる．
第三四分位数も同様に，後半の40個の真ん中
で，60番目の値68と，61番目の値72の平均値で，
70点となる．
つまり，データＣもデータＤも，共に中央値は
40点であり，第一四分位数は20点，第三四分位数
は70点となっている．
データAのヒストグラム
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データBのヒストグラム
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従って，箱ひげ図も全く同じで，前のデータＡ
とデータＢの箱ひげ図と全く同じである．
ところが，ヒストグラムは図のようにかなり異
なることになる．
５．箱ひげ図と分散：標準偏差
データの散らばりの程度を表す尺度で一般的な
ものは，分散と標準偏差である．
分散は，データの各値が平均値からどのくらい
離れているかを２乗し，それの平均値をとったも
のである．
データＡの分散は次のように求められる．
標準偏差は，分散の平方根であるから，sd＝
22．4003と求められる．
　データＢ分散は次のように求められる．
標準偏差は，分散の平方根であるから，sd＝25
ma=Σ an
13
n＝1
13 =45.3846
V（A）=
Σ （an－ma）13 2n＝1
13 =501.775
mb=Σ bn
13
n＝1
12 =45
V（B）=
Σ （bn－mb）12 2n＝1
12 =625
と求められる．
箱ひげ図は全く同じであっても，分散は，502
と625となり，かなり異なっている．
データＣとデータＤの場合も同様である．
データＣの分散は，698．244，標準偏差は
26．4243であるが，
データＤの分散は，488．019，標準偏差は，
22．0912となる．
これらの結果から，データ数の大小にかかわら
ず，箱ひげ図が同じでも，ヒストグラムや分散・
標準偏差はかなり異なることがわかる．
箱ひげ図から分散・標準偏差は予想できないこ
とを示すのは容易である．次のような２つのデー
タ，ＥとＦを分析してみよう．
データＥ：10，16，20，24，26，26，26，28，
28，28，32，32，34，36，38，40，
42，44，46，48，52，52，54，58，
60，62，64，66，68，70，72，72，
72，74，74，76，84，86，88，90
データＥの中央値は50点，第一四分位数は30
点，第三四分位数は70点である．
データＦ：10.，10，10，10，10，12，12，14，
30，38，42，42，42，42，42，42，
44，44，46，48，52，54，56，56，
データＤのヒストグラム
40 60 8020
0
0
1
2
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5
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58，58，58，58，58，58，62，66，
70，76，76，78，80，88，88，90
データＦの中央値は50点，第一四分位数は40
点，第三四分位数は60点である．
これらの箱ひげ図は次のようになる．
データＥの箱ひげ図は次のようになっている．
データＦの箱ひげ図は次のようになっている．
この２つの箱ひげ図を比較すると，中央部分の
いわゆる「四分位範囲」がかなり異なることがわ
かる．データＥの四分位範囲は，30から70までの
40の幅がある．データＦの四分位範囲は，40から
60までの20の幅しかない．
四分位範囲にはデータ全体の50パーセントが
入っているので，四分位範囲が広い方が散らばり
の程度が大きいと思ってしまうのである．しか
し，散らばりの程度を表す尺度としての，分散や
標準偏差を計算してみると，そのような考えは
「誤解」であることがすぐにわかってしまうので
ある．
データＥの分散は，493．638， 標準偏差は
22．218であり，データＦの分散は561．064，標準
偏差は23．6868となってしまう．
つまり，四分位範囲の大小と，分散の大小は何
データＥの箱ひげ図
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データＦの箱ひげ図
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の関係もないのである．
ヒストグラムのもとになる度数分布表は次のよ
うになる．
得点の範囲　　データＥの度数　データＦの度数
９以上11未満　　　　１　　　　　　　５
11以上13未満　　　　０　　　　　　　２
13以上15未満　　　　０　　　　　　　１
15以上17未満　　　　１　　　　　　　０
17以上19未満　　　　０　　　　　　　０
19以上21未満　　　　１　　　　　　　０
21以上23未満　　　　０　　　　　　　０
23以上25未満　　　　１　　　　　　　０
25以上27未満　　　　３　　　　　　　０
27以上29未満　　　　３　　　　　　　０
29以上31未満　　　　０　　　　　　　１
31以上33未満　　　　２　　　　　　　０
33以上35未満　　　　１　　　　　　　０
35以上37未満　　　　１　　　　　　　０
37以上39未満　　　　１　　　　　　　１
39以上41未満　　　　１　　　　　　　０
41以上43未満　　　　１　　　　　　　６
43以上45未満　　　　１　　　　　　　２
45以上47未満　　　　１　　　　　　　１
47以上49未満　　　　１　　　　　　　１
49以上51未満　　　　０　　　　　　　０
51以上53未満　　　　１　　　　　　　１
53以上55未満　　　　３　　　　　　　１
55以上57未満　　　　２　　　　　　　２
57以上59未満　　　　１　　　　　　　６
59以上61未満　　　　１　　　　　　　０
61以上63未満　　　　１　　　　　　　１
63以上65未満　　　　３　　　　　　　０
65以上67未満　　　　１　　　　　　　１
67以上69未満　　　　１　　　　　　　０
69以上71未満　　　　０　　　　　　　１
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71以上73未満　　　　１　　　　　　　０
73以上75未満　　　　３　　　　　　　０
75以上77未満　　　　１　　　　　　　２
77以上79未満　　　　０　　　　　　　１
79以上81未満　　　　０　　　　　　　１
81以上83未満　　　　０　　　　　　　０
83以上85未満　　　　１　　　　　　　０
85以上87未満　　　　１　　　　　　　０
87以上89未満　　　　１　　　　　　　２
89以上91未満　　　　１　　　　　　　１
参考のために，ヒストグラムを紹介しておこ
う．
四分位範囲が広くても，分散と標準偏差は比較
的小さいというのがデータＥとデータＦの分析結
果なのである．
６．高等学校検定済み教科書の間違いの数数
2012年４月から使用されている，文部科学省の
検定済みの教科書のすべてが誤っていることを指
摘しておきたい．文部科学省の登録順に取り上げ
ていこう．
⑴　数学Ⅰ（東京書籍）
　163頁に，次の記述がある．
　「７月と８月の平均値や範囲はあまり変わ
らないが，８月の方が四分位範囲が小さい．
ゆえに，８月の方が，平均気温の散らばりが
小さいことがわかる．」
　とある．これは，「四分位範囲が小さいと
散らばりが小さい」と主張していて，誤った
内容となっている．
データＥのヒストグラム
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　もう一つ，168頁の問題に次のような物が
ある．
　「⑴東京と沖縄の各月の平均気温の第一四
分位数，中央値，第三四分位数を求めよ．ま
た，それらの箱ひげ図をかけ．
　⑵⑴の結果を利用して，東京と沖縄ではど
ちらの方が各月の気温のデータの散らばりが
大きいか答えよ．」
　これも，「箱ひげ図から散らばりの大小が
わかる」としている点で誤りである．
⑵　新編　数学Ⅰ（東京図書）
　158頁の問題２は次のようになっている．
　「右の図は，４月，10月，11月の平均気温
の箱ひげ図である．４月，10月，11月のヒス
トグラムをＡ～Ｃの中からそれぞれ選べ．」
　これまで指摘してきたとおり，箱ひげ図か
らヒストグラムを決めることはできず，幅広
い許容性があるので，勝手に決めたヒストグ
ラムから強制的に選ばせることは適切ではな
い．
⑶　新　数学Ⅰ（東京書籍）
　129頁
　「（第三四分位数）－（第一四分位数）を，四
分位範囲という．これらの値は，データの散
らばりぐあいを表す数値である．」このすぐ
あとで，分散や標準偏差を，「散らばりぐあ
いを表す数」として導入して解説しているの
である．四分位範囲の大小と分散の大小には
対応関係がないのに，対応関係があるように
説明しているのは完全な誤りである．
　136頁の問題
　「次の箱ひげ図について，対応するヒスト
グラムを選びなさい．」というのは不適切で
ある．回答の選択にないようなヒストグラム
になる場合がいくらでも存在するからであ
る．
⑷　数学Ⅰ（実教出版）
　176頁
　「中央値のまわりにおけるデータの散らば
りの度合いを調べてみよう．」として，四分
位数と中央値だけで，データの散らばりの程
度，分散や標準偏差の代わりが果たせるかの
ような説明をしていて，不適切である．四分
位数による範囲は，その範囲に含まれるデー
タの数についてしか情報がなく，その中で
データがどのように散らばっているかは表し
得ていないことを忘れている．
⑸　新版　数学Ⅰ（実教出版）
　177頁
　「例４よって，四分位範囲からデータの散
らばりの度合いは，Ｂ組よりＡ組の方が大き
いことがわかる．」
　としている．「散らばりの度合い」がすぐ
後に学習する，分散や標準偏差のことである
ならば，重大な誤謬である．四分位範囲の大
小と分散の大小は何らの関連性もないからで
ある．同じ頁の問題でも，「四分位範囲を求
め，散らばりの度合いを比較せよ．」とあ
り，不適切な問題である．
　179頁
　「５数要約（最大値，最小値，第１四分位
数，第２四分位数，第３四分位数）を箱ひげ
図で表すと，散らばりの度合いを把握しやす
くなる．」というのも，間違いである．５数
要約の数値では，散らばりの程度は比較する
ことは不可能である．同じ箱ひげ図から多数
の異なるヒストグラムや分散になるデータを
作ることは可能だからである．次の例５も同
様の誤りを犯している．
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⑹　高校数学Ⅰ（実教出版）
　148頁
　ここでは他の教科書と異なり，「散布度」
という，よくわからない概念を定義してい
る．「データの散らばりの度合いを表すもの
を散布度という」と「定義」している．そし
て，「いろいろな方法で散布度を調べてみよ
う」としている．
　150頁では，「四分位偏差では，中央値の考
えを用いて散布度を表してきた．ここでは，
平均値を用いて散布度を求める方法を考えて
みよう．」として，分散と標準偏差を導入し
ている．つまり，「四分位数を用いた分析
は，ある意味の散布度を分析しているのだ」
と主張しているようである．これは，第一四
分位数が10で第二四分位数が30のとき，この
中に25％のデータがあることについて，その
中でのデータの分布の仕方には一切目を塞ぐ
ということで，これで，散布度と言えるであ
ろうか．
Ｔ：10，11，12，13，14，15，16，16，18，
19，20，21，，22，23，24，25，26，
27，29，30，
Ｓ：10，20，20，20，20，20，20，20，20，
20，20，20，20，20，21，21，21，21，
21，30
　データＴと，データＳのデータの散布度を
同じにするということが適切な「散布度」と
いう用語に敵するとは考えにくい．
⑺　詳説　数学Ⅰ（啓林館）
　この教科書は，さらに徹底していて，「散
らばりの指標」を２つに分けている．
　散らばりの指標⑴　範囲と四分位範囲
　散らばりの指標⑵　分散と標準偏差
　散らばりの指標⑴では，「データの散らば
り方を大まかに５つの数で表す方法がある．
これを５数要約という．」としているだけ
で，散らばり方と５数要約との関連について
は説明はない．いくら「大まかな方法」と
断ってはいるが，100個のデータの中の，25
個ずつの中身の散らばり方については一切か
かわらないということが，本当に全体の散ら
ばり具合を表しているといえようか？
　195頁では，「次のＡ～Ｄのそれぞれの箱ひ
げ図について，同じデータを使って表示した
ヒストグラムをア～エの中から選び，その理
由を述べよ．」という問題をのせている．箱
ひげ図から，個々の25％のデータの中の分布
の仕方は千差万別であり，確定的なことは何
も言えないということを理解していない問題
であり，極めて不適切である．
⑻　数学Ⅰ（啓林館）
　この教科書は⑺と内容，文章まで全く同じ
であり，従って，問題点も全く同じというこ
とになる．なぜ同じ内容の教科書を別物とし
て申請でき，許可されるのであろうか不思議
であるが．
⑼　新篇　数学Ⅰ（啓林館）
　この教科書も⑺と内容，文章まで全く同じ
であり，従って，問題点も全く同じというこ
とになる．なぜ同じ内容の教科書を別物とし
て申請でき，許可されるのであろうか不思議
であるが．
⑽　数学Ⅰ（数研出版）
　167頁
　「四分位範囲や四分位偏差は，データの散
らばりの度合いを表す１つの量であり，これ
が大きいほど散らばりの度合いがおおきいと
考えられる．」としているが，すぐあとで，
「散らばりの度合いを表す量を考えよう」と
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して，分散と標準偏差を説明している．四分
位範囲大小と分散大小には対応関係がないこ
とを考えると，不適切な内容となっているこ
とがわかろう．
⑾　高等学校　数学Ⅰ（数研出版）
　167頁
　「四分位範囲は，データを値の大きさの順
に並べたときの，中央に並ぶ約50％のデータ
の散らばりの度合いを表している．」とあ
る．中央に並ぶ約50％のデータの入っている
範囲を示して，それが直ちに「散らばりの度
合い」を表しているという説明では，生徒は
理解できないだろう．これは練習問題にも引
き継がれていて，同じ頁の練習には，「次の
データＡ，Ｂのそれぞれについて，四分位範
囲と四分位偏差を求めよ．また，データの散
らばりの度合いが大きいのは，Ａ，Ｂのどち
らか．」という問題が並んでいる．要する
に，「四分位範囲が散らばりの度合いそのも
のである」と主張しているかのようである．
これは奇異な考えである．四分位範囲が同じ
でも，その中のデータの並び方は極めて多様
であり，両端に近いところにデータが集中し
ている場合と，中央にほとんどが集中してい
る場合とでは，「散らばりの度合い」はあま
りにも違いすぎる．
　50％のデータが入っている範囲が狭くて
も，幅広く分布する場合と，50％のデータが
入っている範囲が広くても，狭い範囲に分布
する場合とでは，散らばりの度合いは正反対
になってしまう例はいくらでも作れてしま
う．
⑿　新篇　数学Ⅰ（数研出版）
　この教科書は，タイトルは異なるが，⑾と
内容は全く同一であり，⑾で指摘した問題点
が全て当てはまる．
⒀　最新　数学Ⅰ（数研出版）
　142頁
　「四分位数を用いて，データの散らばり具
合を表す尺度を考えよう．」として，「四分位
範囲」と「四分位偏差」を導入している．こ
の二つが，「散らばり具合を表す尺度」であ
るという説明である．四分位範囲が同じだか
らといって，その内部の並び方は多様である
ことを見逃している．
　143頁には，「箱ひげ図はデータの散らばり
具合を把握しやすいので，複数のデータの分
布を比較するのに使われることが多い．」と
あるが，３頁前では，「散らばり具合」を，
「標準偏差が大きいほどデータの散らばり具
合が大きく，標準偏差が小さいほどデータは
平均値の周りに集中する傾向にある．」と
いっているのと，整合性が保たれない．はじ
めに「散らばり具合」が，標準偏差で表され
るとしているのであるから，それが四分位範
囲の大小でわかるとしていることになり，
誤った事実を書いていると言わざるを得な
い．
⒁　新　高校の数学Ⅰ（数研出版）
　132頁
　「四分位範囲，四分位偏差は，
　　中央値のまわりのデータの散らばり具合
　を表す値でした．
ここでは，
　　平均値のまわりのデータの散らばり具合
　を表す値を考えます」
　として，分散と標準偏差を導入している．
　この説明では，四分位範囲と分散が，どこ
を中心としてその周りの散らばり具合を調べ
ているかの違いのように記述されている．四
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分位範囲と分散を同列に並べ，共に散らばり
具合を表す量とすることには違和感を覚え
る．分散の計算には全てのデータが関わって
いるが，四分位偏差は中央の50％のデータが
これこれの範囲に入っている，というだけで
あり，ここのデータの並び方には全く影響さ
れない値である．この違いは大きく，全く性
格を異にする概念である．今まで，統計の専
門書でも論文でも，四分位数と分散を同列に
扱い，共にデータの散らばり具合を表す量と
している例があるだろうか？　おそらくない
であろう．
　実際には，分散と標準偏差の方を本物の散
らばり具合とせざるを得ないと筆者が考えて
いるであろうことは，欄外のまとめ的な次の
記述からは伺えるところであるが．「分散，
標準偏差の値が大きいほど，データの散らば
り具合が大きいといえます．」四分位範囲と
四分位偏差をデータの散らばり具合を表す量
とすることを自己否定しているかのようであ
る．
⒂　高等学校　数学Ⅰ（第一学習社）
　161頁
　「一般に，四分位範囲が大きいほど，デー
タの散らばりの度合いが大きいと考えられ
る．」四分位範囲が多少広くても，その中の
データの並び方は集中していて，広くばらつ
いているとは言い難い例はいくらでも作れて
しまう．「データの散らばりの度合い」とい
う言葉から連想できるのは，個々のデータの
値がどの程度ばらついているか集中している
かであり，単なる50％の入る範囲では表現で
きない内容である．
　163頁
　「一般に，箱ひげ図において，箱の幅やひ
げの長さが短いほど，データの散らばりの度
合いは小さく，箱の幅やひげの長さが長いほ
ど，データのばらつきの度合いは大きいと考
えられる．」としていながら，２頁後では，
「偏差の２乗の平均値を考え，この値で散ら
ばりの度合いを表すことにする．この値を変
量 xの分散という．」としている．前半の箱
ひげ図との関連で述べている「散らばりの度
合い」が分散を表すとするならば，間違った
記述である．四分位範囲が小さくても分散の
値が大きくなる例はいくらでも作れるからで
ある．
⒃　高等学校新篇　数学Ⅰ（第一学習社）
　141頁
　「一般に，四分位範囲は，……データの散
らばりの度合い表す数値としてより適してい
る」（何と比較してか，何回読んでもはっき
りしないが．
　142頁では「箱ひげ図全体の横幅や箱の横
幅がデータＢの方が短いから，データＢの方
が散らばりの度合いが小さいと考えられる」
としている．しかし，143頁では，「データの
散らばりの度合いを数値で表してみよう．」
として，「標準偏差」を導入している．２箇
所で使われている「データの散らばりを表す
度合い」が同じものか異なるものかさえはっ
きりしない．全く異なる概念に対して同じ用
語を使用して平気なのであろうか？教科書の
著者達の見識を疑う．再三述べてきたよう
に，四分位範囲をデータの散らばりの度合い
と呼ぶのは適切とは考えられない．
７．四分位数の異なる定義と統計ソフトの計算方法
四分位には９通りの定義が知られており，世界
的に定着した定義は確定していない．この全てに
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ついて分析することは他の機会とするが，高等学
校の検定済み教科書でこのことを述べている教科
書だけ紹介しておこう．
　　数研出版　新篇数学Ⅰ
　　数研出版　高等学校　数学Ⅰ
　　啓林館　詳説　数学Ⅰ
　　啓林館　数学Ⅰ
　　啓林館　新篇　数学Ⅰ
さらに，四分位数の計算方法が異なることは，
コンピュータのソフト，統計ソフト，数学ソフト
にも影響し，各ソフトで計算方法が異なってく
る．この点の詳しい分析も他の機会とする．当
然，箱ひげ図も，統計ソフトごとに異なってく
る．
高等学校の教科書でこの点について触れている
のは，啓林館の３冊である．「表計算ソフトで
は，四分位数をここでの求め方とは異なる方法で
求めるので違う値が出ることもあるが，その解釈
は同じで，３つの四分位数はデータを下からほぼ
25％ずつに区切る数と考える」となっている．あ
まりよい説明とはなっていないが，紙数が限られ
ていることを考えればやむを得ないかもしれな
い．高校の先生が教室で補助のプリントを配ると
すれば，次のような内容が考えられよう．
「データを小さい値から大きい値へ順番に並べ
る．このとき，小さい方から数えて，t％のデー
タが入る境界の値を，tパーセンタイル，とい
う．特に，25％タイルの値を，「第一四分位数」
という．しかし，25％となる値を定めようとする
と定め方は一通りではなく，何通りもの方法があ
る．第二四分位数，第三四分位数についても同様
である．
四分位数の求め方については，コンピュータの
ソフトである，表計算ソフト，統計ソフト，数学
ソフトもそれぞれ独自の計算方法を定めているの
で，ソフトによって異なる値が出ることもある．
従って，箱ひげ図もソフトによって異なる図が
出てくることもある．」
８．高校数学への提言
この小論で見たように，四分位数，箱ひげ図は
いろいろな計算方法が有り確定していない．コン
ピュータソフトでもいろいろである．このような
題材を，すべての高校生が学ぶ数学Ⅰに入れてお
くのは弊害の方が大きいだろう．
四分位数と箱ひげ図はすべての教科書にのせら
れているが，まともに扱うのはいかがなものか．
できることなら扱わない方が生徒のためになるだ
ろう．
大学でか，社会に出てから学ぶことで十分であ
ろう．
　（経済学部教授・数学）
